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施
設
長
　
松
浦 

光
毅

　
紙
の
健
康
保
険
証
を
来
年
秋
に
原
則
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
）
と
健
康
保
険
証
を
一
体
化
す
る
法

案
が
先
般
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
取
得
に
つ
い
て
は
任
意
で
あ
り
、
カ
ー

ド
を
持
た
な
い
人
に
つ
い
て
は
「
資
格
確
認

書
」
（
保
険
証
の
か
わ
り
に
な
る
も
の
？
）

が
発
行
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
現
在
、
施
設
の
ご
利
用
者
に
は
、
ご
家
族

の
代
理
申
請
に
よ
っ
て
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
取

得
さ
れ
て
い
る
方
と
、
未
取
得
の
方
が
混
在

し
て
い
ま
す
。
施
設
で
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と

そ
れ
に
付
帯
す
る
暗
証
番
号
の
管
理
を
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
今
後
、
施
設
職
員

や
管
理
者
に
よ
る
申
請
・
管
理
を
認
め
る
方

針
で
す
が
、
多
く
の
障
害
者
施
設
や
高
齢
者

施
設
か
ら
「
保
険
証
廃
止
に
反
対
」「
管
理
・

対
応
で
き
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。
保
険
証
は
一
定
の
管
理
を
前
提
と
し

て
、
土
日
や
夜
間
、
緊
急
時
に
お
い
て
も
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
複
数
の
職
員
が
扱
え

る
状
況
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

様
々
な
情
報
が
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
マ
イ
ナ

保
険
証
で
は
、
同
様
の
取
扱
い
が
極
め
て
困

難
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
ご
利
用
者
の
不
利

益
に
な
る
こ
と
な
く
、
施
設
で
の
運
用
や
管

理
が
安
全
か
つ
合
理
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
構
築
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
他
に
も
医
療
や
年
金
な
ど
の
個
人
情
報
が

誤
っ
て
紐
づ
け
ら
れ
る
等
が
相
次
ぎ
、
課
題

が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
普
及
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
報
道
さ
れ
て
い
な
い
印
象
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
に
よ

っ
て
、
社
会
全
体
が
最
適
化
さ
て
い
く
過
程

で
は
、
特
に
そ
の
過
渡
期
に
お
い
て
一
定
の

リ
ス
ク
や
エ
ラ
ー
が
伴
う
も
の
で
す
。
飛
躍

し
す
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
歴
史
が
物
語

る
事
実
の
一
つ
と
し
て
、
も
は
や
私
た
ち
の

生
活
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
自
動

車
も
過
去
に
様
々
な
事
故
を
経
験
し
、
試
行

錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
の
技
術
や
安
全

性
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
や
I
C
T
化
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
導
入
前
の
反
発
を
は
じ

め
、導
入
後
に
も
様
々
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

加
え
て
、
期
待
し
て
い
た
効
果
が
す
ぐ
に
得

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
使
う
人
次
第
で
そ

の
能
力
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

使
う
側
の
知
識
や
技
術
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
是
非
は
別
と
し
て
、
制

度
が
な
し
崩
し
的
に
施
行
さ
れ
て
い
く
事
に

相
当
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
将
来
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
に
よ
っ
て
マ
ク
ロ
な
問
題
が
解
決

し
、
社
会
が
よ
り
良
く
な
る
事
を
期
待
し
つ

つ
、
制
度
成
熟
ま
で
の
リ
ス
ク
や
労
力
を
あ

る
程
度
許
容
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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虐
待
防
止
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

大
仁
田 

美
穂 

 

国
は
全
て
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
対
し
て
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
虐
待
防
止

委
員
会
の
設
置
等
を
義
務
付
け
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
当
事
業
所
で
は
こ
れ
ま
で
の
人
権
倫

理
委
員
会
を
虐
待
防
止
委
員
会
と
名
称
を
変

え
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
に

は
、
①
職
員
へ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
等
の
ア
ン
ケ

ー
ト
実
施
。
②
虐
待
防
止
研
修
の
実
施
。
③
虐

待
が
起
こ
り
や
す
い
職
場
環
境
の
改
善
。
④
虐

待
や
疑
い
が
あ
っ
た
際
、
検
証
と
再
発
防
止
策

の
検
討
と
実
行
等
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

 

②
の
研
修
は
、
外
部
研
修
（
行
政
な
ど
他
の

主
体
が
実
施
す
る
研
修
）
と
委
員
会
で
企
画
し

て
行
っ
て
い
る
内
部
研
修
（
年
２
～
３
回
）
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、 

◆
障
害
者
虐
待
の
種
類
や
我
々
職
員
の
責
務

等
の
基
本
的
な
知
識
を
伝
え
る 

◆
①
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
か
ら
見
え
て
く
る
支

援
や
職
場
環
境
の
困
り
ご
と
を
共
有
し
、
不
適

切
な
支
援
に
な
ら
な
い
為
に
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
を
検
討 

◆
利
用
者
様
本
人
や
ご
家
族
、
ま
た
支
援
者
の

気
持
ち
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
動
画
視
聴

や
参
加
者
で
順
番
に
書
籍
を
朗
読
す
る
。
等
様

々
な
角
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
毎
回
出
る
意
見
と
し
て
、 

◆
知
識
不
足
で
個
別
対
応
が
上
手
く
出
来
な

い
か
ら
支
援
が
雑
に
な
る
の
で
は
。 

◆
１
人
で
対
応
し
な
い
。 

 
 

 
 

◆
周
り
の
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
等
が
あ
り

ま
す
。 

最
近
施
設
で
の
不
適
切
な
対
応
、
家
族
か
ら

の
虐
待
等
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
事
が
増

え
ま
し
た
。
大
変
嫌
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

私
も
子
供
が
幼
い
頃
、
思
う
様
に
な
ら
な
い
事

に
苛
立
ち
、
心
な
い
言
葉
を
掛
け
た
り
、
軽
く

叩
い
た
り
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
十
数
年
経

っ
た
今
で
も
ず
っ
と
申
し
訳
な
い
気
持
ち
が

残
っ
て
い
て
我
が
子
も
覚
え
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
事
を
思
う
と
１
人
で
頑

張
り
過
ぎ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

虐
待
や
不
適
切
な
関
わ
り
は
お
互
い
に
良

く
な
い
気
持
ち
し
か
残
ら
な
い
の
で
す
。 

当
事
業
所
で
も
言
葉
使
い
や
支
援
が
難
し

い
方
へ
の
関
わ
り
、
利
用
者
様
へ
の
細
か
な
支

援
な
ど
、
十
分
で
は
な
い
事
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
研
修
を
通
し
て
個
々
の
意
識
を
高
め
、
職

員
間
で
指
摘
し
た
り
、
助
け
合
っ
た
り
出
来
る

関
係
性
作
り
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

ご
家
族
の
皆
様
に
お
願
い
で
す
。 

私
達
の
支
援
で
気
付
か
れ
た
事 

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら 

是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

『W
o

u
n

d
 m

an
ag

em
en

t

（
創
傷
管
理
）
は

新
時
代
へ
』 

管
理
栄
養
士 

田
中 

 

佳
子 

 
 コ

ロ
ナ
禍
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
に
も
慣

れ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
第
⒛
回
日
本

褥
瘡
学
会
・
九
州
沖
縄
地
方
会
学
術
集
会
が
上

記
を
テ
ー
マ
と
し
、
対
面
に
て
福
岡
市
九
州
大

学
病
院
で
開
催
さ
れ
、
南
海
寮
か
ら
３
名
初
参

加
し
ま
し
た
。 

褥
瘡
と
は
い
わ
ゆ
る
「
床
ず
れ
」
で
、
寝
た

き
り
な
ど
で
体
位
変
換
が
自
力
で
困
難
な
方
、

著
し
く
栄
養
状
態
の
低
下
し
て
い
る
方
、
血
流

障
害
の
あ
る
方
に
発
生
し
ま
す
。
医
療
業
界
で

は
看
護
介
護
の
恥
と
も
い
わ
れ
、
そ
の
対
策
に

配
慮
し
た
対
応
が
な
さ
れ
て
い
て
、
院
内
に
褥

瘡
予
防
委
員
会
の
設
置
は
必
須
で
す
。 

当
施
設
も
高
齢
化
が
進
み
、
時
に
褥
瘡
対
応

が
必
要
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
現
状
を
鑑
み
、
褥
瘡
対
策
に
お
け
る
知
識

の
習
得
、
日
々
進
化
す
る
最
先
端
の
医
学
を
学

ぶ
為
、
今
回
の
学
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 医

師
や
看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者
が
参
加

者
の
大
半
を
占
め
る
中
、
発
表
さ
れ
る
内
容
は

医
学
用
語
が
飛
び
交
う
講
演
で
あ
り
、
少
々
場

違
い
な
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
も
、
治
療
法
や

栄
養
療
法
に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
施
設
で
は
医
療
行
為

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
基
本
と
な
る
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
、
除
圧
、
栄
養
や
血
流
改
善
に
つ
い
て
は

工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
が
可

能
と
考
え
ま
す
。
今
回
、
学
ん
だ
こ
と
を
日
々

の
業
務
に
生
か
し
て
、
褥
瘡
発
生
予
防
、
早
期

治
癒
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
栄
養
士
会
理
事
の
先
生
の
言
葉
で
、

「
薬
は
万
病
に
は
効
か
な
い
が
、
食
事
は
万
病

に
効
く
。
」
と
の
言
葉
に
感
銘
を
う
け
、
私
も

栄
養
管
理
に
携
わ
る
中
で
、
管
理
栄
養
士
と
し

て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
施
設
長
の
指
示
で
も
あ
り
ま
し
た

飲
み
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
べ
く
、
博
多

も
つ
鍋
を
味
わ
い
な
が
ら
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、

一
緒
に
参
加
し
た
仲
間
と
南
海
寮
の
未
来
を

語
り
合
っ
た
博
多
の
夜
で
し
た
。 

天
草
に
居
な
が
ら
受
け
ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
会
の
良
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
ラ
イ
ブ
感

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
や

は
り
対
面
開
催
の
良
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

し
か
し
天
草
ま
で
の
道
は
長
い
な
と
感
じ

な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
研
修
会
で
し
た
。 

  



創立記念食事会～Ｒ５年５月２日～ 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

   

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

   

花しょうぶ祭り見学～Ｒ５年６月３日から１１日～ 

しょうぶやあじさいがたくさん咲いており、 

皆さんとても嬉しそうに見学されていました！ 

今年で４８周年となりました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ひらやま・マツヤスポーツ衣類販売会～Ｒ５年６月１５日～ 

ボウリング大会～Ｒ５年６月２９日～ 

今回はひらやま衣料店さんの他にマツヤスポーツ店さんの販売も行われました！ 

久しぶりの 

ボウリング大会！ 

とても盛り上がりあがりました！ 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
育休を取られた経緯を教えてください。 

 

妊娠が分かった当初は育休について考えていませんで

したが、育児に関わりたいという気持ちが出てきたの

で、取得申請をお願いしてみようと決めました。 

 

 
育休を取るにあたり不安なことはありましたか。 

 

男性の育休取得は少しずつ浸透してきたとは言え、職場

に迷惑を掛けるので相談しづらかったです。しかし、施

設長はじめ、上司や同僚の理解を得られとても感謝して

います。 

 

 
育休の期間を教えてください。 

 
出生後に 4 週間取得しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
育休中はどのような事をされましたか。 

 

掃除、洗濯などの家事や、おむつ替え、沐浴なども行い

ました。沐浴など初めての事ばかりでしたが、分からな

い事は調べ、回数を重ねていくにつれ、少しずつではあ

りますが慣れてきました。 

 

 
育休中に大変だったことを教えてください。 

 

生まれるまでは育児の大変さを全く理解しておらず、娘

が退院して自宅に来てからは育児の難しさを痛感しま

した。しかし妻と協力し、周囲のサポートもあった事で

徐々に慣れていき、現在は多少余裕のある育児が出来て

いると思います。 

 

 
奥様の反応を教えてください。 

 

取得出来た事にはとても喜んでいましたし、一緒に育児

を行っていく中で、感謝の言葉を沢山貰いました。現在、

私が仕事の時には娘の面倒を見て貰っていますし、妻に

もいつも感謝しています。 

 

 
育休を取られて感じたことを教えてください。 

 

 育休を取った事で育児の大変さを十分に理解出来た

と感じていますし、辛い事や嬉しい事を妻と共に共感出

来た事も良かったです。約一か月娘の傍にいて、日々の

成長も見続ける事が出来、育休を取得して良かったと感

じています。 
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Ｑ
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育児休業取得の一例 

日本の育児休業制度は世界 1 位と評価されていま

す。これは男性が取得可能な育休期間が長い事が理由

として挙げられています。日本ではここ数年、男性の

育休取得率は増加傾向ですが、諸外国と比べると圧倒

的に低く、2021 年度で 13.97％（厚生労働省「令和 3

年度雇用均等基本調査」）に留まっています。 

政府は 2025 年までに男性の育児休業取得率 30％

を目標にしており、2021 年に育児・介護休業法が大

きく改正されました。これにより「育児休業の分割取

得」や、「産後パパ育休」が整備され男性の育児休業

がより柔軟に取得出来るようになりました。 

 

●子どもが産まれた直後の時期に柔軟に育休が取得できるよ

う「産後パパ育休」が創設。子の出生後 8 週間以内に 4 週間

まで、2 回に分割して取得できるようになりました。 

●産後パパ育休中に一部就業することが可能です。 

●1 歳までの育児休業も、2 回に分割して取得出来るようにな

りました。 

●要件を満たすと 1 歳 2 カ月まで育児休業を延長することが

可能になりました。（パパ・ママ育休プラス） 

育児休業制度改正のポイント！ 

   

   

   

   

 

産 休 

育休 育休 

育 休 

育 休 

育 休 

育 休 復 職 

復 職 

復 職 

復 職 

夫婦で 2 回ずつ育休を取得可能 
産後パパ育休 

(分割して 2 回取得可能) 

出生 8週間 1歳 

ママ 

パパ 

今回は「産後パパ育休」を利

用された職員の金子孝史さ

んに、インタビュー形式で質

問してみました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、天草花しょうぶ祭りの見学に行って来ました！ 

以前は、西の久保公園が散歩コースの 1 つでしたが、コロナが流行し、あいむ周辺のコースに変更し

ていました。最近は、南海寮に新しい寮道も出来た事もあり、現在はあいむ周辺～南海寮周辺コースが定

番となっています。その為、皆さんと一緒に西ノ久保公園に行くのは数年ぶりで、公園に着くと「あ～久

しぶりねぇ」と皆さん喜んでいました。公園ではいくつか出店もあり、みなさん花しょうぶと出店にくぎ

付けでした（笑） 

土日には、南海寮の皆さんが作った商品が販売されており、あいむでも生産活動を通して、いつか商品

化出来れば…と今頑張っているところです。いい商品が完成しましたら、こちらで紹介させていただき

ますので、よろしくお願いします。 

花菖蒲と 

紫陽花の前で 

写真撮って来ました。 


